
「生活記録ノート」を活用した家庭学習に関する指導の工夫 

【春日部市教育委員会】 

１ 学校、学年、教科  中学校、全学年、数学 

２ ねらい  

 学校と家庭が連携して、生徒一人一人の家庭学習の習慣化を図る。 

３ 取組内容 

 「生活記録ノート」を活用した家庭学習に関する指導の工夫  

  本校においては、「学習状況調査分析支援プログラム」を活用し、家庭学習と学力の関

係について分析を行った。その結果、「家庭学習の時間」と「正答率」の間に強い相関関

係が見られた。 

本年度は、授業改善に加えて、家庭学習に関する指導の工夫を学力向上プロジェクト

の柱とした。具体的には、「生活記録」と「家庭学習ノート」の２つの役割をもった「新

しい生活記録ノート」を作成した。「誰でも、無理なく、継続して」を合い言葉に、「生

活記録ノート」を毎日提出することに全校で取り組んでいる。また、生活面の記録につ

いては、教育に関する３つの達成目標の「規律ある態度」と関連させ、生徒一人一人の

生活面と家庭学習について、学校と家庭が連携して見届け、支援できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活記録ノートの記入例 ３学年】 

○毎日、見開きで２ページ分を学習します。 

○どの教科を学習してもよいことになって

います。 

○範囲を示し、定期的に小テストを行い、

効果を測定します。 

 



 【規律ある態度に関する記録】について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【家庭学習の記録】について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

  今年度から始めた取り組みであるが、１００％ではないが、毎日提出する生徒が増え

てきた。学習習慣が身に付いていなかった生徒にとっては、大きな成果があったと言え

る。今後は、内容の充実と学習効果の検証について、研究を進めていく必要がある。 

規律ある態度に関す

る項目について、生

徒が毎日意識できる

ようにしました。 

※左側に○が多くつ

くほど、よい傾向に

あることがわかりま

す。 

家庭学習で勉強した内容

について、毎日振り返るこ

とができるようにしまし

た。 

【数学の学習記録の例】 

１日２ページ分を学習でき

るようにしました。内容に

ついての制限はありませ

ん。学習したプリントを貼

り付けてもよいことにして

います。 

文字の大きさや、マス目の使い方

については、各自に任せていま

す。本年度は、「誰でも、無理な

く、継続して」できることを重視

しています。 


